<虚構>のための言語学 : マラルメの「言語に関するノート」試論 by 立花 史
« Quel vocable — je choisis celui de
Fiction, il traduit, à mon sens latin,
l’antérieure Poésie — fixera le
changement subi, quant au merveilleux,
par le goût. »












































































































































































69 年 4 月から 71 年 12 月まで、言語学の話題は 69 年 4 月から 71 年 12 月
までの間、集中的に見られる（アンリ・カザリスとの文通が 69 年 4 月～ 70
年 2 月、ジュリアン・ジラール＝ド＝リアールとの文通が 70 年 1 月～ 2 月、





















こ こ で マ ラ ル メ は 当 時 の 先 端 分 野 で あ っ た 「 言 語 の 科 学 」
－ 31 －
〈虚構〉のための言語学
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(  4) 以後、OC1, p.503-512 からの引用はすべて「言語に関するノート」のものであ
る。.









んその後、むしろ生理学的研究の方が phonét ique と呼ばれるようになり、
phonologie はプラーグ学派の提唱した「音韻論」を指すようになるのだが。前田
［1989, p.122］参照。





(  8) 〈理念〉という言葉にはマラルメ独特の含意があるが、紙幅の都合により、
ここでは深く触れることができない。これについては稿を改める予定である。







(11) シュライヒャーの言語観に関しては、La Théorie de Darwin et la science du
langage, trad. par Pommayrol, Paris, A. Franck, 1868. ミュラーの言語観に関しては、
ミュラー［1864 p. 73-77］を参照。
(12) L. Adam, « La linguistique est-elle une science naturelle ou une science historique ?»,


















(17) 「イニシャル一覧表」の分析については、2007 年 11 月 11 日に関西大学で行
われた日本フランス語フランス文学会秋季大会での私の発表「マラルメと言語学」
を参照されたい。
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